
 

 本年度も生徒指導通信を発行していきます。通信を読んで自身の行

動を振り返り、よりよい生活を送るために生かしてほしいと思います。 

  祖中生の心得  

◇ 道筋をたてて深く考え、正しく判断する生徒 

◇ 礼儀正しく、心豊かに生活する生徒 

◇ 心身を鍛え、活力のある生徒 

 本年度に入り、この言葉を何度か聞いたことと思います。特に、「深

く考え、正しく判断」できるようにと話をしました。 

昨年度、「よりよい生活を送るために・社会に出るための準備のため

に」なにが大切なのか生徒中心に話し合い、意見をまとめ、「祖中生の

心得」を見直しました。その結果、本年度より「頭髪について・シャツ

や靴下の色の指定について」大きく変更しました。 

心得を大きく変えた理由として、「よりよい生活を送るために・社会

に出るための準備のために」必要なことは何か、一人ひとりが深く考

え、判断して行動してほしいからです。心得で決められているから守

るでは、本当の主体的な考えにはなっていないと思います。「なぜだろ

う」「どうしたらいいのだろう」と考えることが、これからの社会を生

き抜くための力になります。 

心得だけに限らず、学習や日常生活の中でも同じように、一度立ち

止まり「なぜだろう」「どうしたらいいのだろう」と深く考え、正しく

判断する力を育んでほしいと思っています。 

 ５月１７日（火）に、稲沢警察交通課の方を招き、１年生を対象に交

通安全教室を行いました。その内容を一部紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導通信 

 

昨年度の自転車事故 

死亡件数  １８件 

その内 

ヘルメットなし 

      １４件 

ヘルメットを正しく被っていたら命を守れたのではないか・・・ 

 

①ヘルメットを深く被る（まゆ毛の高さにヘルメットがくるように） 

②頭に合ったサイズに調節 

③あごひもがゆるくならないように調節（あごとひもの間は指２本） 

ヘルメットの正しい被り方 

 罰則があるから守るのではなく、 

自分の命、相手の命のために守りましょう!! 

5 月 20 日（金） 
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